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画像②「松島開島之儀ニ付伺」 

出典：『花房義質関係文書 東京都立大学付属図書館所蔵  第 2期 (明治初期政治史料

集成 ; 6)』 安岡昭男 監修, 岩壁義光, 広瀬順晧, 堀口修 編修、北泉社, [2002] 

マイクロフィルムリール第 20巻  文書番号は 406-2 【大阪大学総合図書館所蔵】 

原文書は、東京都立大学図書館所蔵 
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明
治
十
年
七
月
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三
日 

長
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県
令
北
島
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内
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卿
大
久
保
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通
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翻刻文 

翻
刻
に
読
点
（
、
）
を
適
宜
加
え
た
。 

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。 

略
字
は
片
仮
名
に
し
た
。 


